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特集  Special Feature

結の精神
◎倉区のむらづくり



結
の
精
神

特
集

Special Feature

―
倉
区
の
む
ら
づ
く
り

―

　

当
た
り
前
に
あ
っ
た
故
郷
が
、
過

疎
化
と
と
も
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。

そ
の
経
験
を
す
る
た
び
、
故
郷
を
後

世
に
つ
な
ぐ
た
め
の
「
村
づ
く
り
」

が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。
そ
の
村
づ
く
り
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
思
い
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
、
当
た
り
前
で
は
な
い
景
色

を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

昨
年
の
11
月
、
倉
区
は
令
和
５
年

度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事

業
に
て
東
北
農
政
局
長
賞
を
受
賞
。

魅
力
あ
る
農
村
づ
く
り
が
評
価
さ

れ
、
受
賞
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

倉
区
は
、
世
帯
数
68
戸
、
住
民

１
３
０
名
余
り
の
集
落
で
す
。
同
地

区
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
水
田
法

面
等
の
掘
り
返
し
軽
減
に
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
彼
岸
花
の
植
栽
、

区
独
自
の
芸
術
祭
や
感
謝
祭
等
を

開
催
。「
人
々
の
心
を
耕
し
、
結
の

精
神
を
育
む
む
ら
づ
く
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
農
業
・
文
化
の
両
面
か

ら
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
倉
区
の
文
化

や
景
観
を
後
世
に
つ
な
い
で
い
る
皆

さ
ん
の
思
い
と
、
結
の
精
神
に
基
づ

く
村
づ
く
り
を
お
伝
え
し
ま
す
。
そ

の
原
動
力
と
は
何
か
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う

―
。

倉区の景観維持活動
Prologue

故
郷
は
自
分
た
ち
で
守
る

　
「
後
世
に
倉
区
の
景
観
を
受
け
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
」
と
語
る
の
は

湯
田
靖
夫
倉
村
ふ
る
さ
と
保
存
会
副

会
長
。
地
域
の
景
観
を
維
持
し
、
継

承
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

倉
区
は
用
排
水
路
が
十
分
で
は
な

く
、
営
農
条
件
は
不
利
な
地
域
で
し

た
。
加
え
て
集
落
で
は
社
会
情
勢
の

変
遷
等
に
よ
る
過
疎
化
・
高
齢
化
・

遊
休
農
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

湯
田
さ
ん
は
「
村
づ
く
り
の
転
機

と
な
っ
た
の
は
、
平
成
26
年
に
倉
村

ふ
る
さ
と
保
存
会
を
設
立
し
、
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
活
動
を
開

始
し
た
こ
と
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

「
故
郷
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
で
、

基
盤
整
備
や
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設

置
、
彼
岸
花
の
管
理
等
、
と
に
か
く

自
分
た
ち
が
で
き
る
最
大
限
の
こ
と

を
し
て
き
た
」
と
語
る
湯
田
さ
ん
で

１_ イノシシによる踏み荒らしを防止するため、ワイヤーメッシュ柵
を設置　２_ 年３回程度区民で草刈りを行い、景観を維持　３・４_
平成 20 年度から基盤整備を実施。美しい田園が広がる　５_ 鳥獣被
害対策のため、区の長寿会、婦人会が中心となり彼岸花ロードを作成

倉
村
ふ
る
さ
と
保
存
会
副
会
長

湯
田　

靖や
す
お夫

さ
ん

結
の
精
神
に
基
づ
き
、
今
、
自

分
た
ち
が
で
き
る
最
大
限
の
こ

と
を

―
。

-Interview-

す
が
、「
や
は
り
過
疎
化
を
止
め
る

こ
と
は
難
し
い
」
と
打
ち
明
け
ま
す
。

後
世
に
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
て

　

倉
区
は
円
蔵
堰
を
用
い
て
、
阿
賀

川
本
流
か
ら
の
取
水
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
め
に

作
ら
れ
た
円
蔵
堰
は
、
今
な
お
区
の

水
田
を
潤
し
て
く
れ
て
い
る
。
工
事

資
金
を
援
助
し
た
弓
田
円
蔵
氏
に
は

感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
」
と
話
し

ま
す
。

　

湯
田
さ
ん
は
「
時
代
の
流
れ
は

無
情
で
、
昔
の
よ
う
な
活
気
が
戻
る

こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も

円
蔵
氏
の
よ
う
に
、
一
つ
の
行
動
が

未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
も
あ

る
。
私
た
ち
区
民
が
一
つ
に
結
び
つ

き
、
区
の
景
観
を
維
持
す
る
こ
と
が
、

若
い
世
代
へ
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
」
と
ほ

ほ
え
み
ま
し
た
。
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［写真提供：倉区］
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「
人
口
減
少
は
止
め
ら
れ
な
い
が
、

若
い
人
た
ち
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
い

と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
場
所
に
し

た
い
」
と
話
し
始
め
る
室
井
さ
ん
。

平
成
26
年
の
保
存
会
設
立
当
初
か

ら
、
区
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。

　

倉
区
で
は
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
を
利
用
し
た
景
観
維
持
活
動
に
加

え
、
ま
ち
づ
く
り
支
援
補
助
金
を
利

用
し
た
芸
術
祭
や
感
謝
祭
等
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
老

若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る
企
画
を
立

案
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
の
11
月
19
日
に
開
催

コロナウイルスの波を乗り越え、再び歩みだす―

区民をつなぐ倉区のイベント
倉区は区民のつながりを大事にしたいと、ふるさと保存会が中心とな
り、さまざまなイベントを開催しています。コロナ禍では中止を余儀
なくされていましたが、昨年度から徐々に再開。倉区のイベントを運
営し続けている、ふるさと保存会庶務の室井徹弥さんに詳しく話を聞
きました。

区
の
イ
ベ
ン
ト
が
区
民
を
結
び
つ
け

る
も
の
に
な
れ
ば

―

芸術祭・感謝祭の他には？

倉区のイベントは芸術祭・感謝祭
だけではありません。４月に行わ
れる「春の祭礼」は岩上神社（倉区）
で開催。区の発展と区民の健康を
祈願します。また、８月には倉集
会所において「盆踊り」を開催し
ており、中でも子どもたちの仮装
大会は参加者の注目を集めます。

し
た
感
謝
祭
は
区
民
約
50
人
が
集
ま

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

ビ
ン
ゴ
や
伝
言
ゲ
ー
ム
、
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
等
を
実
施
し
、
皆
さ
ん
の
生

き
生
き
と
し
た
姿
が
４
年
ぶ
り
に
見

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

室
井
さ
ん
は
運
営
の
原
動
力
に
つ

い
て
「
生
ま
れ
育
っ
た
倉
区
で
何
か

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。
価

値
あ
る
故
郷
の
景
色
を
未
来
に
残
し

た
い
と
い
う
思
い
が
大
き
い
」
と
語

り
ま
す
。「
倉
区
は
年
々
人
口
が
減

少
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
数
も
少
な

い
。
空
き
家
も
増
え
て
い
る
し
、
現

状
は
厳
し
い
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
区
民
を
つ
な

ぎ
、
区
に
笑
顔
を
も
た
ら
し
て
く
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
、
イ

ベ
ン
ト
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。

　

室
井
さ
ん
は
「
こ
れ
以
上
区
を
衰

退
さ
せ
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
て
い

く
べ
き
か
、
常
に
考
え
て
い
る
。
今

後
は
外
部
か
ら
の
意
見
も
取
り
入

れ
、
若
い
世
代
が
訪
れ
て
く
れ
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
す
。
ま
た
、「
私
一

人
の
力
で
は
限
界
が
あ
る
。
区
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
共
に

進
ん
で
い
き
た
い
」
と
前
を
見
据
え

ま
し
た
。

１_ 感謝祭で行われたじゃんけん大会　２_ 盆踊りでは子どもたちが仮
装を披露　３_ 感謝祭で行われたビンゴ大会。出された数字をチェック
４_ 令和３年に行われた芸術祭。倉区独自の写真展も実施　５_ 春の祭
礼で執り行われた室井田出宇賀神社宮司による神事　６_ 多くの人でに
ぎわう盆踊り

区のイベント
倉区の村づくり

倉
村
ふ
る
さ
と
保
存
会
庶
務

室
井　

徹て
つ
や弥

さ
ん

-Interview-

倉区の感謝祭。区民を結ぶ一つの場となっています。

1２
４ ３
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区
民
が
一
丸
と
な
っ
て
村
づ
く
り

に
取
り
組
む
倉
区
。
全
て
の
取
り
組

み
が
実
を
結
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
区
民
の
結
び
つ
き
は

強
く
、
未
来
を
憂
い
て
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
多
く
の
人
が

「
村
づ
く
り
の
原
動
力
は
故
郷
へ
の

思
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
基

盤
整
備
か
ら
始
ま
り
、
ふ
る
さ
と
保

存
会
が
広
げ
た
倉
区
へ
の
思
い
。
景

観
や
文
化
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
た

ち
も
笑
顔
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
。
そ
の
た
め
に

隣
近
所
が
結
び
つ
き
、
支
え
合
う

日
々
。
そ
れ
は
無
意
識
に
「
結
の
精

神
」
が
区
民
の
心
に
宿
っ
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

倉
区
の
村
づ
く
り
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
「
結
の
精
神
」。
そ
の

思
い
は
未
来
へ
つ
な
が
り
、
人
々
の

心
に
光
を
射
し
続
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

私たちの思いを若い世代へ―

倉村区長
倉村ふるさと保存会長

渡部　辰
た つ お

雄さん

区
長
・
ふ
る
さ
と
保
存
会
長
と
し
て

　

現
在
区
長
と
し
て
も
６
年
目
を
迎

え
た
渡
部
会
長
。
岩
上
神
社
の
整
備

や
墓
地
周
辺
の
木
伐
採
等
、
少
子
高

齢
化
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
区

の
課
題
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
区
長
に
就
任
し
た
時
は
、
と
に

か
く
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

模
索
し
て
い
た
。
保
存
会
長
と
し
て

は
、
会
の
メ
ン
バ
ー
と
何
度
も
話
し

合
い
の
場
を
設
け
、
村
づ
く
り
に
尽

力
し
て
き
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

強
み
を
生
か
し
て

　

倉
区
の
現
状
に
つ
い
て
渡
部
会
長

は
「
世
帯
数
が
70
を
切
り
、
空
き
家

も
多
い
。
少
子
高
齢
化
に
目
を
向
け

れ
ば
、
楽
観
視
は
で
き
な
い
」
と
危

機
感
を
表
に
し
ま
す
。「
で
も
、
何

十
年
経
っ
て
も
こ
の
地
域
を
残
し
た

い
と
い
う
思
い
で
、
区
民
の
方
々
と

と
も
に
村
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

倉
区
に
あ
る
文
化
や
歴
史
、
景
観
を

磨
き
、
生
か
せ
ば
、
未
来
が
変
わ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
っ
て
い
る
」

と
力
を
込
め
ま
す
。

次
の
世
代
へ

　

倉
区
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
29
年

度
に
か
け
、
区
の
田
畑
や
ほ
場
整
備

が
行
わ
れ
、
農
業
生
産
の
基
盤
整
備

が
図
ら
れ
ま
し
た
。渡
部
会
長
は「
基

盤
整
備
を
機
に
倉
村
ふ
る
さ
と
保
存

会
が
設
立
さ
れ
た
。
田
畑
が
荒
れ
れ

ば
、
区
も
荒
れ
て
し
ま
う
と
考
え
、

ま
ず
は
景
観
を
維
持
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
若
い
世
代
に
つ
な
ぎ
た
か
っ

た
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
何
十
年
も
暮
ら
し
て

い
け
る
地
区
を
目
指
し
て
い
る
が
、

実
現
は
難
し
い
―
。
村
づ
く
り
で

は
『
結
の
精
神
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
言
葉
を
若
い
世

代
に
も
贈
り
た
い
。
私
も
ま
だ
や
る

べ
き
こ
と
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
挑

戦
し
続
け
た
い
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

最
後
に
「
な
る
べ
く
若
い
世
代
に
も

区
の
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
私

た
ち
の
思
い
を
受
け
継
い
で
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

何十年たっても、この地域を残したい

結
の
精
神
を
柱
に

　
　
挑
戦
し
続
け
た
い
―

思いは未来へつながる
Epilogue
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町からのお知らせ

８月16日まで受付。◆総務係　☎0241-69-1122

◆町ホームページで試験要領を確認する場合は、
「下郷町　採用」で検索し、下郷町ホームページ
（採用情報ページ）にアクセスしてください。

〔URL〕https://www.town.
shimogo.fukushima.jp/
shimogo/chousei/553.html

令
町職員採用試験について

◆下郷町職員採用候補者試験（高校卒程度・社会人経験者）
募集職種 一般事務 建　築 土　木 社会人経験者

採用予定人数 若干名

第
１
次
試
験

試験
科目

①教養試験
②適性検査

①教養試験
②専門試験
③適性検査

①職務能力試験
②適性検査

期日 令和６年９月 22 日（日）
会場 福島県立南会津高等学校 福島県自治会館

第２次試験 試験内容：作文および個別面接試験
期日および場所については、第１次試験合格者に別途通知します。

受験資格

①平成２年４月２日から平成 19 年 4 月 1
日までに生まれた者
②普通自動車運転免許取得者または取得見
込みの者

①昭和 50 年４月２日から平成
２年 4 月 1 日までに生まれた者
②官公庁（国又は地方公共団体）
や民間企業等における職務経験
を５年以上有する者
③普通自動車運転免許取得者ま
たは取得見込みの者

受験手続

①申込用紙は、本町役場総務課総務係で交付します。郵便により申込用紙
を請求する場合は、封筒の表に赤で「高卒程度試験申込用紙請求」と記入。
社会人経験者の場合は「社会人経験者試験申込」と記入し、120 円切手
を貼った自分宛ての返信用封筒（角型２号）を必ず同封してください。

②申込用紙に必要事項を記入して、本町役場総務課総務係へ提出してくだ
さい。郵便による提出の場合は、封筒の表に赤で「高卒程度試験申込」
と記入。社会人経験者の場合は「社会人経験者試験申込」と書いて、必
ず簡易書留にて送付してください。

受付期間
令和６年７月 17 日（水）から同８月 16 日（金）まで。（勤務時間中に限る）
郵便による申込書提出の場合は、同８月 14 日（水）までの消印のあるもの
に限り受け付けます。

和７年度下郷町職員採用候
補者試験（高校卒程度・社

会人経験者）を下記のとおり実施し
ます。
　町ホームページにも試験要領を
掲載しています。詳細はお問い合わ
せください。

◆戸籍保険係　☎0241-69-1133

高
齢
受
給
者
証
・

限
度
額
認
定
証
の
更
新

民
健
康
保
険
の
「
高
齢
受

給
者
証
」
と
「
限
度
額
認

定
証
」
は
７
月
末
が
有
効
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国

有効期限は７月末。

国民健康保険

◆高齢受給者証

対象者
① 70 ～ 74 歳の方
②後期高齢者医療被保険者証の交付

を受けていない方

新しい
受給者証

７月末日までに、対象者のご自宅へ
郵送いたします。

◆限度額認定証

対象者

通院や入院により医療費が高額にな
る方
※所得状況によって発行できない場

合があります。

新しい
認定証 役場窓口にて申請してください。

◆戸籍保険係　☎0241-69-1133

後期高齢者医療
　　　保険証の更新

後期高齢者医療被保険者証
◆対象者
① 75 歳以上の方
② 65 歳以上の一部の障がい認定者

歳以上の方などの後期高齢
者医療被保険者証は、毎年

8月1日で更新となります。
　新しい保険証は、7月末日までに
対象者のご自宅へ郵送いたします。
8月1日以降は、新しい保険証（ピ
ンク色）を使用してください。
　なお、これまでの古い保険証（オ
レンジ色）は、有効期限が過ぎてか
ら町民課戸籍保険係へ返還するか、
ご自分で破棄してくださいますよう
お願いします。

75 新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

◆保険証の色
７月 31 日まで オレンジ色
８月 1 日～７月 31 日 ピンク色

　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
証
書
は
、

町
民
課
戸
籍
保
険
係
に
返
還
す
る

か
、
ご
自
分
で
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※マイナンバーカードと保険証の一体化によ
　り令和６年 12 月２日付けで保険証は廃止
　となりますが、新しい保険証は令和７年７
　月 31 日までご使用いただけます。
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◆社会教育係　☎0241-69-1168

◆開放期間
令和６年７月 20 日（土）～８月 25 日（日）
◆開放時間
午前 10 時～午前 11 時 45 分
午後１時～午後４時
◆利用料
無料
◆その他
①未就学児が利用する際は、必ず保護者同

伴でお願いします。水の事故を未然に防
ぐため、ご理解とご協力をお願いします。

②天候や感染症の影響により、中止となる
ことがあります。

③幼児用プールはありません。
④一番浅い箇所 80cm、深い箇所 100cm と

なります。

旭田小学校プール一般開放
夏 休み期間中、旭田小学校プー

ルを一般開放します。期間は
右記のとおりです。利用される方は、
水の事故に十分注意してください。
　なお、例年開放している町民プー
ルについては、水源の渇水傾向によ
り、開放を中止し、代替として旭田
小学校プールを借用する事業となり
ます。

８
月
25
日
ま
で
。

町からのお知らせ

◆企画政策係　☎0241-69-1144

町

町
内
の
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

企業支援事業
では、町内企業の振興と安定した就
労を支援するため、企業支援事業補

助金を交付しています。該当する事業主の
方は、申請をお願いします。

◆労働環境整備補助金
項　目 内　容

対象事業所 従業員数５人以上（役員を除く）の町内の事業所

対象経費
事業所の生産性向上のため、従業員が利用する休憩所、更衣室、ト
イレ等の労働環境を改善するための経費。
※自宅用と従業員用が共用の場合は、新たに従業員用として新設す

る場合のみ対象となります。

助成額 必要経費の１/ ２（限度額：１事業所あたり 50 万円）
※実施前に申請が必要です。

◆若者雇用奨励制度
項　目 内　容

対象事業主

●次の要件の全てに該当する事業主
①町内の事業所で、雇用保険法の適用を受けているものまたは自営

業を営むもの。
②特定転入者（※ 1）または大学等新卒者（※ 2）を常用雇用者とし

て６月以上引き続き雇用し、今後も引き続き雇用することが見込
まれること。

③特定転入者または大学等新卒者の若者を雇用する日の６月前から
他の常用労働者を解雇していないこと。（ただし、天災等やむを得
ない理由による解雇を除く）

④奨励金の交付申請時において納期の到来した町税を完納していること。
（※ 1）特 定 転 入 者：町外に５年以上居住後、町内に転入した者
（※ 2）大学等新卒者：学校または専修学校を卒業後３年以内に雇用され、

雇用前から町内に居住または雇用に伴い町に転入した者

対象となる
就職者

●次の要件の全てに該当する者
①雇用時点の年齢が 40 歳未満であること。
②対象事業主に常用労働者として令和６年４月１日以降に雇用され

た後、同一事業所に６月以上勤務し、引き続き勤務する見込みが
あること。

③対象事業主に常用労働者として雇用された後、引き続き町内に居
住する見込みがあること。

④下郷町に住所を定めた日の翌年１月１日に下郷町に住所を有すること。
⑤転入者の場合は、転入前後３月以内に対象事業主に常用労働者と

して雇用されていること。
⑥事業主又は事業所の役員の２親等以内の親族ではないこと。

交付額 １人あたり月１万円（１人につき 36 月が上限）
※毎年度申請が必要となります。

　なお、申請様式は総合政策課で配布し
ている他、ホームページにも掲載してい
ます。詳細は総合政策課までお問い合わ
せください。

で
は
、
住
民
が
自
ら
地
域

の
未
来
を
考
え
、
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を

行
う
集
落
等
を
支
援
す
る
た
め
、

「
下
郷
町
未
来
創
生
ふ
る
さ
と
ま

町

地域の活性化に。◆企画政策係　☎0241-69-1144

ま
ち
づ
く
り
支
援
補
助

◆未来創生ふるさとまちづくり支援事業補助金

補助対象 ・集落（行政区）
・または集落から認定を受けた団体

対象事業
①地域伝統行事の復活、拡充、継続事業
②地域で新たに実施するイベント
③既存事業の拡充、継続事業

補 助 額 対象事業費の 10 分の 10 以内
（※上限 50 万円）

提出書類

①補助金交付申請書（様式第１号）
②事業計画書（様式第２号）
③収支予算書（様式第３号）
④認定書（様式第４号）※集落から認定

を受けた団体

そ の 他
・令和６年度は 10 地区分の予算措置をし

ています。
・申し込み多数の場合は、選考委員会に

て決定させていただきます。

ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
」
を

交
付
し
ま
す
。

　

対
象
等
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
詳
細
は
総
合
政
策
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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農地管理のため。◆農業委員会　☎0241-69-1188

農
地
の
利
用
状
況
調
査

利
用
意
向
調
査

町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地

の
適
正
管
理
の
た
め
、
農

業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
遊
休
農
地
で
あ
っ

た
場
合
は
農
地
の
利
用
意
向
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
期
間
等
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
農
地
へ
の
立
ち
入
り
や
ご

自
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆農地利用状況調査
【調査期間】７～９月
【調査内容】農地一筆ごとの利用状況調査を行い

ます。耕作の有無や、遊休農地の荒廃度合い、
違反転用などを調査します。調査結果は全て
国へ報告されるとともに、農地と判断されなく
なった場合は、町税務課等へ農地台帳からの
除外と課税地目変更のための情報提供を行いま
す。

◆農地利用意向調査
【調査期間】７～ 11 月
【調査内容】農地の利用状況調査で遊休農地であっ

た場合、その農地の所有者または管理者に対し
て利用意向調査を行います。貸付け等の意向が
ない場合、固定資産税が増額される可能性もあ
るためご注意ください。

　

◆企画政策係　☎0241-69-1144

ふるさと納税返礼品募集
では、町の魅力や地元産品
等のＰＲによる産業振興を

図るため、ふるさと納税の返礼品を
募集しています。
　申請書類等は総合政策課で配布
しています。
　募集は随時受け付けていますの
で、詳細についてはお問い合わせく
ださい。

町 ◆返礼品の要件
　①町の魅力や特産品のＰＲにつながるもの
　②安定供給が見込めるものであること
　③町内で生産・加工されているもの、または町

　内で生産されたものを原材料としていること
　④次に該当する物品でないこと

　金銭類似性の高いもの（商品券等）／資産
　性の高いもの（電子機器等）　等

◆提供事業者の要件
　①法令等に沿った生産・製造・加工・販売等を

　行っていること
　②町税の滞納がないこと
　③町内に本社、支社、事業所、工場等を有する

　法人、団体、個人事業者等であること
　④町暴力団排除条例に規定する者でないこと
　⑤電子メールにより連絡できること

◆ HP からも
返礼品の提供価格や申請
書類等は、町ホームペー
ジからも確認できます。

全
国
に
商
品
を
Ｐ
Ｒ
。

町からのお知らせ

７月31日まで受付。 令 物
価
高
騰
対
策
給
付
金

◆福祉係　☎0241-69-1199

◆給付金の基準日
　令和５年 12 月１日
◆提出期限
　令和６年７月 31 日（水）
◆対象世帯
　①令和５年度住民税均等割のみ課税世帯
　②令和５年度住民税非課税世帯
◆給付金額
　①の世帯のみ
　１世帯あたり 10 万円
　①②の世帯に対する子ども加算
　１人につき５万円
※対象世帯と思われるが確認書が届いてい
　ない場合には、お問い合わせください。
※①の 10 万円は、令和５年度の 3 万円、　
　７万円の給付金対象世帯は対象外となり
　ます。

和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
を
対
象
に
、
物
価
高
騰

対
策
支
援
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
に
対
し
て
は
加
算
が
あ
り
、
加
算
に
つ

い
て
は
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
は
確
認
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

町全域を対象。◆課税係　☎0241-69-1155

◆対象者
　青色申告書を提出する個人または法人
◆対象業種
　①製造業
　②旅館業（下宿営業を除く）
　③農林水産物等販売業
　④情報サービス業
◆対象資産
　①事業用建物および附属設備
　　新築、増築、改築、修繕または模様替えのための
　　工事による取得または建設を含む
　②土地
　　取得日から１年以内に事業用建物の建築が着工さ
　　れた場合に限る
　③償却資産
　　直接事業の用に供する機械および装置に限る

固定資産税の課税免除
疎地域の持続的発展の支援
に関する特別措置法により、

町全域において、一定の要件を満た
す設備等を取得した場合、固定資産
税の課税免除を受けることができま
す。
　対象者・対象業種等については右
記のとおりです。詳細についてはお
問い合わせください。

過

※鳥獣により農地に被害があった場合は、お近くの
農業委員または農地利用最適化推進委員にご連絡
願います。
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▲終了後に入賞者全員で記念撮影

任

北
海
道
札
幌
市
の
初
夏

を
彩
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
が
、
６
月
５

日
か
ら
９
日
の
５
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
組
織
委
員
会
の
主
催
。
大

会
に
は
国
内
外
か
ら
２
５
５

チ
ー
ム
約
２
万
５
千
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
本
町
か
ら
参
加
の

「
會
舞
道
郷
人
」
は
、
会
津
武

士
の
勇
ま
し
さ
を
表
現
し
た
演

舞
で
、
９
年
ぶ
り
の
フ
ァ
イ
ナ

ル
進
出
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

大
賞
が
懸
か
っ
た
フ
ァ
イ
ナ

ル
ス
テ
ー
ジ
で
は
優
秀
賞
を
受

 

星
町
長   

　 

No.129

動動
静静

５
月

16
日

17
日

18
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

６
月

２
日

３
日

４
日

５
日

７
日

８
日

９
日

10
日

議
会
運
営
委
員
会
／
町
議
会
５

月
第
１
回
会
議

町
観
光
公
社
評
議
委
員
会
・
理

事
会

旭
田
小
運
動
会
／
江
川
小
運
動

会
／
楢
原
小
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

退
職
駐
在
員
表
彰
式
／
会
津
縦

貫
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

町
商
工
会
第
64
回
通
常
総
代
会

町
観
光
協
会
総
会
／
町
農
業
再

生
協
議
会
総
会

全
国
治
水
砂
防
協
会
通
常
総
会

／
会
津
総
合
開
発
協
議
会
中
央

要
望

町
森
林
組
合
通
常
総
代
会
／
国

保
運
営
協
議
会

小
野
岳
山
開
き
／
Ｊ
Ａ
総
代
会

１
０
０
万
年
ウ
オ
ー
ク

南
会
津
建
設
事
務
所
地
域
課
題

検
討
会

自
治
体
Ｄ
Ｘ
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
議

会
臨
時
会
／
南
会
津
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
議
会
臨
時
会
・

全
員
協
議
会

会
津
鉄
道
取
締
役
会
／
町
交
通

対
策
協
議
会
理
事
会
・
総
会

野
岩
鉄
道
取
締
役
会

大
内
宿
茶
会

県
町
村
会
役
員
会
／
民
生
児
童

委
員
委
嘱
状
伝
達
式

県
町
村
会
定
期
総
会

町
議
会
６
月
会
議
議
会
運
営
委

員
会

南
会
津
法
人
会
通
常
総
会

ポ
ン
プ
操
法
公
式
練
習
激
励

櫻
木
旗
剣
道
大
会
／
会
津
地
区

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

町
議
会
６
月
会
議
（
～
14
日
）

／
議
会
全
員
協
議
会

勇壮な演舞で優秀賞
YOSAKOI ソーラン祭り

小椋　勝
か つ み

美委員長

期
満
了
に
伴
う
町
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

は
、
町
議
会
４
月
第
１
回
会
議
お

よ
び
５
月
第
１
回
会
議
で
実
施
さ

れ
、
新
委
員
４
名
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

５
月
29
日
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
が
町
役
場
に
お
い
て
開
か
れ
、

委
員
長
に
小
椋
勝
美
さ
ん
（
湯
野

上
）、
職
務
代
理
者
に
玉
川
森
男

さ
ん
（
白
岩
）
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

委
員
の
任
期
は
令
和
６
年
４
月

５
日
か
ら
令
和
10
年
４
月
４
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
委
員
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

新
委
員
長
に
小
椋
勝
美
さ
ん

町
選
挙
管
理
委
員
会
改
選

玉川　森
も り お

男職務代理者

佐藤　均
ひとし

委員（檜原）室井　正
ま さ ひ ろ

広委員（戸赤）

賞
。
国
内
外
か
ら
強
豪
チ
ー
ム

が
集
ま
る
札
幌
の
地
で
、「
郷

人
」
の
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。

　

一
次
審
査
は
ス
テ
ー
ジ
演
舞

と
パ
レ
ー
ド
演
舞
で
競
い
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

１
位
が
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

へ
と
進
出
し
ま
す
。

　

郷
人
リ
ー
ダ
ー
の
渡
部
光
さ

ん
は
「
大
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
９
年
ぶ

り
に
フ
ァ
イ
ナ
ル
の
舞
台
で
踊

れ
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
届
け
た
い
思
い
が
札

幌
の
地
で
届
け
ら
れ
た
」
と
振

り
返
り
ま
し
た
。

青少年の育成を目指して
世代間交流 PG 大会

1

２３

１_ 一次審査のパレード演舞　２_ 気迫が溢れるメンバー　３_
渡部一郷人代表（成岡）が祭り前に必勝祈願　※写真提供郷人

月16日、大川ふるさと公園パークゴルフ
場において第 33回世代間交流パークゴル

フ大会が開催されました。
　町青少年育成町民会議主催。７歳から91歳ま
での 41名が参加しました。どのチームも一打ご
とに歓声が上がり、にぎやかにプレーを楽しんで
いました。

６

77回県消防大会は６月15日、二本松市民会
館において開催されました。

　本町からは、五十嵐建設株式会社（田代）が県消
防表彰事業所表彰を受賞。県内では６事業所が選出
され、町では初めての受賞となります。
　五十嵐建設㈱は町消防団協力事業所に５年以上登
録。従業者数 29名の内、9名が町消防団に入団し
ており、協力事業所の中でも最多となっています。
　大会では五十嵐建設㈱を代表し、山田敏夫総務部
長が登壇。内堀雅雄県知事より表彰状および楯が手
渡されました。

第

消防団活動の協力に栄誉
五十嵐建設株式会社に県消防表彰

生児童委員の委嘱状伝達式は６月３
日、町役場で執り行われ、鈴木京子さ

ん（成岡）と星栄一さん（落合）に星町長か
ら委嘱状が手渡されました。成岡、落合地区
は民生児童委員が不在となっていました。
　民生児童委員は厚生労働大臣より委嘱さ
れ、地域住民の相談に応じ、社会福祉の増
進に務めます。なお、委員の任期は令和７年
11月 30日までとなっています。

民

民生児童委員２名委嘱
地域の身近な相談役に

星　栄
えいいち

一委員鈴木　京
きょうこ

子委員

◀
賞
状
を
受
け
取
る
山
田
総
務
部
長
（
左
）
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町の話題

月
25
日
、
旭
田
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
第
21
回
町
民

ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
の
主
催
。
町
内
か
ら
８
チ
ー

ム
、
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本

大
会
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
会
は
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
わ
れ
、
刈
林

Ａ
チ
ー
ム
（
佐
藤
三
千
子
さ
ん
、

室
井
利
江
さ
ん
、
玉
川
百
子
さ

ん
）
が
見
事
優
勝
杯
を
手
に
し
ま

し
た
。

町町
のの
話
題
話
題

刈林Ａに栄冠
町民ペタンク大会

◀
優
勝
し
た
刈
林
Ａ
チ
ー
ム

５

◀
気
迫
の
こ
も
っ
た
打
ち
合
い

▶
真
剣
に
訓
練
を
行
う
消
防
団
員

第

５

６

38
回
を
迎
え
た
櫻
木
旗
争

奪
少
年
剣
道
大
会
は
６
月

９
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
剣
友
会
の
主
催
。
県
内
か
ら

小
中
学
生
約
80
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
開
会
式
で
は
、
室
井
伊
久
男

大
会
長
（
張
平
）
が
「
櫻
木
博
先

生
の
意
思
を
継
ぎ
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
つ
な
げ
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
個
人
戦
と
団
体
戦
が
行

わ
れ
、
各
試
合
と
も
気
迫
が
飛
び

交
う
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

月
29
日
、
湯
川
村
佐
野
目

地
先
で
阿
賀
川
総
合
水
防

演
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
賀
川
水
防
連
絡
会
の
主
催
。

水
防
技
術
の
習
得
と
水
防
体
制
の

強
化
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
、

町
や
会
津
若
松
市
、
会
津
美
里

町
等
の
消
防
団
ら
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

町
消
防
団
か
ら
は
約
40
名
が
参

加
。
水
防
工
法
の
１
つ
で
あ
る
積

み
土
の
う
工
に
取
り
組
み
、
参
加

し
た
団
員
ら
は
水
害
に
備
え
、
真

剣
に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

月
２
日
、
養
鱒
公
園
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
観
光
公
社
の
主
催
。
町
内
外

か
ら
約
１
２
０
名
が
来
場
し
ま
し

た
。
公
園
内
で
は
、
疑
似
釣
り
大

会
や
鱒
の
つ
か
み
取
り
の
他
、
か

き
氷
早
食
い
競
争
等
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
に
は
た
こ
焼
き

や
カ
ツ
サ
ン
ド
、
ま
す
バ
ー
ガ
ー

の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
、

に
ぎ
わ
い
を
生
ん
で
い
ま
し
た
。

気迫の勝負出水期控え真剣に

雨でもにぎわい

▶
傘
を
手
に
多
く
の
人
が
来
場

◀
お
点
前
を
披
露

６

第

月
２
日
、
大
内
宿
町
並
み

展
示
館
前
に
お
い
て
、
第

４
回
大
内
宿
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
内
宿
茶
会
実
行
委
員
会
の
主

催
。
茶
道
裏
千
家
菊
池
宗
加
社
中

や
大
内
区
、
町
観
光
協
会
、
南
会

津
高
校
茶
道
部
な
ど
、
多
く
の
団

体
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

茶
会
で
は
、
大
内
区
青
年
会
や

婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
お
菓
子
と
お

茶
を
振
る
舞
い
、
来
場
者
は
心
尽

く
し
の
一
服
を
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

９
回
文
化
協
会
交
流
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
６
月
６

日
、
大
川
ふ
る
さ
と
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
文
化
協
会
の
主
催
で
、
会
員

ら
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
笑
顔

で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
優

勝
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●
男
子
の
部

　

佐
藤　

一
男
さ
ん
（
刈
林
）

●
女
子
の
部

　

湯
田
二
三
子
さ
ん
（
楢
原
）

心尽くしの一服30人が親睦深める
櫻木旗争奪少年剣道大会

養鱒公園祭り

阿賀川水防訓練大内宿茶会文化協会交流ＰＧ大会

▶
ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
む
参
加
者
ら

西
郷
村
民
体
育
館
に
お
い
て

６
月
15
日
、
第
８
回
３
町

村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
下
郷
町
、
西
郷

村
、
栃
木
県
那
須
町
の
ス
ポ
ー
ツ

協
会
が
主
催
す
る
も
の
で
、
隣
接

す
る
３
町
村
の
交
流
を
目
的
に
毎

年
開
催
。
今
年
は
３
町
村
合
わ
せ

て
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
競
技
は
ボ
ッ
チ
ャ
。
目

標
球
と
呼
ば
れ
る
白
い
ボ
ー
ル

に
、
赤
、
青
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ー
ル

を
投
げ
、
い
か
に
近
づ
け
る
か
を

競
い
ま
す
。

　

下
郷
町
の
最
終
結
果
は
第
３

位
。
優
勝
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
３
町
村
の
親
睦
が

深
ま
る
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

ボッチャで心地よい汗
３町村スポーツ交流大会

▶
目
標
球
に
向
け
一
球
入
魂

▶
大
会
後
に
記
念
撮
影
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意
外
と
軽
視
し
が
ち
か
も
…

水
分
補
給
の
大
切
さ

７
月
と
な
り
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。

水
分
補
給
は
こ
ま
め
に
で
き
て
い
ま
す
か
？

意
外
と
軽
視
し
が
ち
な
水
分
補
給
。
今
月
号
で
は
水
分
の
役
割
や
水
分
補

給
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
体
水
分

　

私
た
ち
の
体
は
、
半
分
以
上
が

水
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
体

の
水
分
量
は
大
人
で
約
60
％
、
高

齢
に
な
る
と
約
50
％
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

水
分
は
栄
養
の
運
搬
、
老
廃
物

の
排
出
等
、
私
た
ち
が
生
き
る
た

め
に
大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に

も
、水
分
補
給
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

◆
排
出
さ
れ
る
水
分
量

　

水
分
は
体
か
ら
尿
や
便
と
し
て

排
泄
さ
れ
る
分
、
呼
吸
や
皮
膚
か

ら
蒸
発
し
て
い
く
分
等
、
１
日
お

よ
そ
２
５
０
０
㎖
が
体
か
ら
失
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
気
温
の
上
昇
や
運
動
に

よ
り
汗
を
多
く
か
く
と
、
排
出
さ

れ
る
水
分
が
増
加
し
ま
す
。

◆
必
要
な
水
分
量
は
？

　

水
分
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に

は
、
体
か
ら
出
て
し
ま
っ
た
分
と

同
量
の
水
分
を
取
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
水
分
は
食
事
に
も
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
３
食
で
、
約

１
０
０
０
㎖
の
水
分
を
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
体
に
栄
養
が
取
り
込
ま

れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
燃
焼
す

第２次第２次
健康しもごう健康しもごう21計画21計画便り便り

第39号第 39号

健やかに暮らせる
まちを目指して

る
際
に
約
３
０
０
㎖
の
水
が
体
内

で
作
ら
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
飲
み
物
か
ら
約

１
２
０
０
㎖
を
摂
取
す
る
よ
う
に

心
が
け
る
と
、
２
５
０
０
㎖
の
水

分
を
補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
水
分
補
給
の
ポ
イ
ン
ト

　

水
分
は
一
度
に
多
量
を
摂
取
し

て
も
、
体
に
吸
収
さ
れ
ず
に
排
出

さ
れ
ま
す
。

　

朝
起
き
た
時
や
入
浴
の
前
後

等
、
１
日
の
な
か
で
こ
ま
め
に
水

分
を
取
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
お
酒
は
利
尿
作
用
が
あ
り
、

水
分
補
給
に
は
適
し
ま
せ
ん
。

子育て支援センター

☎ 69-1137

保健行事

☎ 69-1199

●元気はつらつ教室
日・所　７月２日…コミュニティセンター

９日…ふれあいセンター
18 日、23 日…老人福祉センター

時間　９：30 ～ 11：30
65 歳以上の方で介護予防のための運動
をしたい方は、ぜひご参加ください。

●なかよしサークル
日時　７月 4 日　13：30 ～ 15：00

８月 8 日　13：30 ～ 15：00
場所　ふれあいセンター
こころの病気とたたかっている方は、お
気軽にお問い合わせください。

日曜当番医

※診察は午前中のみです。
７月７日 きむらクリニック

☎ 62-5576　（南会津町）
14 日 高橋医院

☎ 62-0040　（南会津町）
21 日 佐藤医院

☎ 67-2134　（下 郷 町）
28 日 芳賀医院

☎ 67-2128　（下 郷 町）
８月４日 馬場医院

☎ 62-0141　（南会津町）
11 日 なかやクリニック

☎ 73-2036　（南会津町）
18 日 舘岩愛輝診療所

☎ 78-8688　（南会津町）
25 日 耳鼻咽喉科あべクリニック

☎ 62-8733　（南会津町）

●夜間に具合が悪くなったら
「#7799」にお電話を！
つながらない場合は ☎ 024-524-3020
緊急時はためらわず 119 番へ

●育児相談会
日時　７月９日　10：00 ～ 11：30
場所　子育て支援センター
育児のさまざまな相談に応じます。お
子さんの身体計測も行います。

「お料理教室」のお知らせ
　下記の日程でお料理教室を開催します。夏休
みに食生活改善推進員と体に優しい料理を学び
ましょう。参加は無料です。

●募集人数　16 名（先着順）
●対象者　小学校３年生～６年生
●会場　下郷ふれあいセンター調理室
●時間　９：30 ～ 13：30

●申込　役場健康係まで電話でお申し込みくだ
　　　　さい。　☎ 0241-69-1199

Check

～７月 28 日は日本肝炎デーです～

肝炎ウイルス検査は受けましたか？
●肝炎について
①ウイルス性肝炎は、肝炎ウイルスに感染する
　ことで肝臓の細胞に炎症が起こり、肝細胞が
　破壊されていく病気です。
②肝がんの原因となる B 型・C 型肝炎ウイルス
　の持続感染者は全国に 200 万人以上いると推
　計されています。
③肝臓は「沈黙の臓器」と言われ、肝炎ウイル
　スに感染しても、ほとんどの場合自覚症状が
　ありません。気付かないうちに、肝硬変や肝
　がんへ重症化する恐れがあります。
④肝がんの原因の約 60％がウイルス性肝炎であ
　るため、早めのウイルス検査が大切です。

　町では、９月の総合健診の中で肝炎ウイルス
検査を行います。まだ一度も検査を受けたこと
がない方は、早めに検査を受けましょう。

●期間　９月９日～ 13 日、15 日
●場所　ふれあいセンター、町民体育館　等
●対象　40 歳の方、または 40 歳以上で一度も
　　　　検査を受けたことがない方
●検査料　無料

【申込・問い合わせ】
　健康係
　☎ 0241-69-1199

開催日 内容
８月１日（木） だしをきかせて減塩料理
８月６日（火） 夏野菜をおいしく食べる

８月 20 日（火） 郷土料理を味わう

健康増進のために―

健康づくり計測会
　町では町民の方々の健康増進や生活習慣病
の予防・改善のために、健康づくり計測会を
開催しています。詳細は下記のとおりです。

●内容
　計測（体組成、血圧、脈拍、握力等）／　
　計測結果説明／歯科検査／歯科講話
●日時
　７月 25 日（木）　９：30 ～ 10：00

　10：30 ～ 11：00
●場所
　下郷ふれあいセンター研修室
※計測会は予約制です。役場健康係まで電話
　でお申し込みください。
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消防署便り
南会津広域消防署下郷出張所
T E L 0241－67－3015
安心・安全のために住宅用火災警報器を設置しましょう。

No.151

●熱中症が起こりやすい環境・要因
・気温と湿度が高く、日差しが強い日
・高齢者や乳幼児
・運動習慣がなく、暑さに慣れていない方
・糖尿病等の基礎疾患がある方

●予防策は？
・暑さを避け、こまめな水分補給
・エアコンや扇風機、室内の温度を調整
・運動や入浴により、暑さに体を慣れさせる
・通気性がよく、速乾性の高い衣類を着用
・暑さ指数を確認し、日中の外出を控える

●熱中症になってしまったら…
①服を脱ぎ、涼しい環境に移動
②水分と塩分を摂取し、首や太ももの付け根等、

太い血管を冷やす。
※毎年多くの方が、熱中症で命を落としています。

万全な対策をして暑い夏を乗り切りましょう。
《具合が悪い時はためらわず 119 番通報を》

中症とは、気温や湿度の高い環境下で体温
の調節がうまくいかず、めまいやだるさ、

吐き気など、さまざまな症状が起こる状態をいい
ます。熱中症は屋内でもなる可能性があり、注意
が必要です。
　今月は、熱中症の予防と対策を紹介します。

熱

こんにちは !!こんにちは !!駐在所駐在所ですです
楢　原楢　原 ☎ 67-2325 ☎ 67-2325　湯野上　湯野上  ☎ 68-2259☎ 68-2259

季における水難・山岳遭難事故は年々増
加傾向にあり、事故にあった方の半数以

上は死亡または行方不明となっています。
　水と山の事故は命にかかわる重大な事故です。
事故を防いで楽しい夏を過ごしましょう。
　
●水難を防ぐポイント
☑ 体調不良、飲酒時は水に入らない
☑ ライフジャケットを着用する
☑ 子どもには大人が付き添い、目を離さない
●山岳遭難を防ぐポイント
☑ 天候と自分の居場所をチェック
☑ 遭難に備え、非常食、ライトを持つ
☑ クマ対策グッズを携行する
☑ 余裕ある計画を立て、必ず登山届を提出

６
月
の
活
動

　

６
月
は
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
他
に
、

カ
ワ
ウ
・
ア
オ
サ
ギ
の
駆
除
の
た
め
、

捕
獲
隊
で
捕
獲
を
行
い
ま
し
た
。

　

カ
ワ
ウ
・
ア
オ
サ
ギ
は
魚
を
中
心
に

捕
食
し
て
い
る
鳥
類
で
、
マ
ス
や
イ
ワ

ナ
を
捕
食
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
マ
ス
養

殖
に
お
い
て
被
害
が
出
て
し
ま
い
ま

す
。
魚
だ
け
で
な
く
田
ん
ぼ
に
入
り
稲

を
踏
む
た
め
、
被
害
が
出
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
だ
捕
獲
許
可
の
期
間
は
継
続
さ
れ

て
い
る
た
め
、
被
害
が
起
き
る
前
に
猟

友
会
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ク
マ
に
注
意

　

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
奥
山
か
ら
下
り
、
桜
や
桑
の
木
に

登
っ
て
木
の
実
を
食
べ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
登
山
に
絶
好
な
季
節
。
万
全
な
ク
マ

対
策
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
ク
マ
の
動
く
時
間
は
大
体
、
朝

方
と
夕
方
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
目
撃
し
た
時
は
慌
て
ず
ゆ
っ
く

り
と
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
身
の
安
全

が
確
保
さ
れ
た
後
、
農
林
課
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

田
植
え
＆
餅
つ
き

　

５
月
18
日
に
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

下
郷
で
行
わ
れ
た
「
ガ
ル
テ
ン
米
田

植
え
体
験
＆
餅
つ
き
」
に
参
加
し
ま

し
ま
し
た
。

　

田
植
え
班
と
餅
つ
き
班
に
分
か
れ

て
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
私
は
も

ち
ろ
ん
餅
つ
き
班
で
し
た
。
笑

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が

ら
餅
つ
き
を
し
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

田
植
え
班
と
合
流
後
は
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
つ
き
た
て
の
お
餅
を
食
べ

な
が
ら
交
流
を
し
ま
し
た
。

▲クマ用のわな

●運動の期間
　令和６年７月 16 日（火）～

７月 25 日（木）の 10 日間

●スローガン
じゅんびした？ じてん車のるとき ヘルメット

●運動について
　この時期は、夏季特有の暑さや行楽等の疲
労による集中力低下、解放感による無謀運転
等による交通事故の発生が心配されます。
　県民一人一人が交通ルールの遵守・正しい
交通マナーの実践を習慣づけることにより、
県民総ぐるみで交通事故を防止しましょう。

夏

熱中症に
備えましょう！

水難・山岳遭難に
注意しましょう

夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

こちらから登山届
提出が可能です▶

　

新
規
の
利
用
者
さ
ん
と
も
交
流

を
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
下
郷
で
の
農
業
体
験
や
観

光
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。

協力隊 Facebook

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
記
録
髙山隊員

▲クマによる被害

▲つきたての餅を成形

▲協力しながら餅つき

▲豚汁も作成
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旭田小学校５年生の皆さん

田
小
学
校
５
年
生
13
名

（
男
子
７
名
、
女
子
６
名
）

は
明
る
い
ク
ラ
ス
で
す
。
担
任
は

尾
形
遥
香
先
生
が
務
め
て
い
ま

す
。

　

尾
形
先
生
に
よ
る
と
、
こ
の
ク

ラ
ス
は
い
つ
も
明
る
く
、
友
達
と

協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
の

こ
と
。「
授
業
中
は
、
ど
ん
な
手

段
で
学
ぶ
か
自
分
た
ち
で
考
え
て

い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
学
習
方
法
等
も
す
ぐ
に
実
践

し
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
一
生
懸
命

取
り
組
む
姿
が
素
晴
ら
し
い
で

す
」
と
ほ
ほ
え
み
ま
す
。

　

４
月
に
掲
げ
た
学
級
目
標
は

「
下
学
年
の
お
手
本
に
な
る
。
あ

き
ら
め
な
い
で
最
後
ま
で
」
と
い

う
も
の
で
、
学
校
生
活
全
体
を
視

野
に
入
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

旭

す
。
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
５

年
生
全
員
が
「
あ
い
さ
つ
や
返
事

の
お
手
本
」
に
な
れ
る
よ
う
、
毎

日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
生
活
を
楽
し
い
も

の
に
し
よ
う
と
低
学
年
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
な
が
ら
、高
学
年
と
し
て
、

旭
田
小
学
校
を
引
っ
張
ろ
う
と
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
場

所
に
出
か
け
る
こ
と
が
好
き
」
と

語
る
尾
形
先
生
。
子
ど
も
た
ち
を

指
導
す
る
際
に
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
、
肯
定
的
な
言
葉
を
か
け
る

こ
と
。
児
童
一
人
一
人
の
長
所
を

見
つ
け
、
そ
れ
を
言
葉
で
伝
え
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
そ
う
で

す
。

イアンイアン先生の先生の
しもごう通信しもごう通信
その 22　また会う日まで

　東日本大震災が発生した３月 11 日、私はアメリ
カからその時の様子を見ていました。その頃の私は
まだ若く、何が起こっているのかあまり理解できず
にいましたが、人々が一生懸命助け合っていること
は映像からでも分かりました。その時から、私は福
島に興味を持ち、震災から 11 年後「福島に行く」
という夢が叶いました。
　下郷での２年間はあっという間で、7 月末で町を
去ることがとても悲しいです。最初は分からないこ
とだらけで、言葉も文化も違う日本では、大変なこ
とがたくさんありました。しかし、数え切れないほ
どの親切な人たちに支えられたおかげで、やりがい
のある仕事ができ、楽しい時間も過ごせました。
　会津の魅力、会津に住む方々の優しい心を知るこ
とができ、一生大切にする思い出もたくさん作れま
した。大好きになった福島が自分の一部であり続け
る限り、また私は戻ってくるでしょう。下郷町の皆
さん、今まで本当にありがとうございました！
　また会う日まで！

Ian Thomas

◀
野
矢
結
月
さ
ん

　７月 16 日から 25 日までの「夏の交通事故
防止県民総ぐるみ運動」では、楢原小学校６
年生の野矢結月さん（弥五島）と渡部恋奈さ
ん（中妻）が、町防災無線で交通安全を呼び
かけます。

●放送予定
７月 15 日（月）19：20　野矢　結

ゆ づ き
月さん

７月 20 日（土）19：20　渡部　恋
れ な

奈さん
【問い合わせ】
町民課生活安全係　☎ 0241-69-1133

楢原小学校
放送当番放送当番７月の

ー旭田小学校ー
下郷町大字塩生字金堀場1935-1

TEL67-2328

校 長	 稲本　泰彦
教 頭	 鈴木　貴之
職 員 数	 １７名
児 童 数	 ６９名
　　　１年	 １０名
　　　２年	 ９名
　　　３年	 １４名
　　　４年	 １２名
　　　５年	 １３名
　　　６年	 １１名

●教育目標
　創造性と実践力に富んだ
　心豊かでたくましい子どもの育成

●目指す児童像
　〇明るくやさしい子ども
　〇進んで学習する子ども
　〇健康でがんばる子ども

尾形　遥
は る か

香 先生
＝福島市出身＝

　令和４年８月より町のＡＬＴとして
活動していたイアン・トーマス先生が
任期満了のため、下郷町を離れること
となりました。イアン先生、２年間あり
がとうございました。

～ Thank you for two years ～

◀
渡
部
恋
奈
さ
ん
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戸籍や国民健康保険の主な届出
戸籍保険係　☎ 69-1133

種　別 届出人 必要なもの 印鑑 本人
確認

戸
籍

出生届 父母等 ・出生証明書
・母子健康手帳 〇

婚姻届 夫、妻になる人 ・婚姻届 〇 〇
離婚届 夫、妻 ・離婚届 〇 〇
死亡届 親族、同居人等 ・死亡届（死亡診断書） 〇

国
保

加入
（社保脱退）世帯主、対象者、

同一世帯員

・社会保険喪失証明書
　（勤務していた会社が発行） 〇 〇

脱退
（社保加入）

・加入した社会保険の健康
　保険証（被扶養者分含む） 〇 〇

※ 本人確認 は、顔写真付き（運転免許証、マイナンバーカードなど）
は１点、顔写真なし（健康保険証、年金手帳など）の場合は２点
必要です。

※ 死亡届 は、“届出人が記載したもの” を代理人（近所の方や葬儀会
社の方）が持参しても構いません。

お知らせお知らせ
掲示板掲示板

informationinformation informationinformation

募
集

　南会津地方環境衛生組合採用
試験を実施します。詳細はお問
い合わせください。

技能労務職（高卒程度）
若干名
平成元年４月２日から
平成 19 年４月１日ま
でに生まれた者
令和６年９月 22 日（日）
福島県立南会津高校
教養試験、業務適性検
査、性格特性検査
申込用紙に必要事項を
記入して南会津地方環
境衛生組合事務局に提
出してください。
令和６年８月 16 日（金）
※郵送の場合も、８月
16 日必着です。
二次試験の詳細は一次
試験合格者に別途通知
します。
南会津地方環境衛生組合
総務課
☎ 0241（67）2480

令和７年度南会津地方
環境衛生組合採用試験

試験職種
採用人数
受験資格

一次試験
会 場
試験内容

申 込

申込締切

そ の 他

問 合 先

町の気象データ 　５月
最高気温  　２７．５℃（５日）

最低気温  　－１．５℃（10 日）

平均気温  　１５．０℃

月計降水量  　６８．０㎜

環境放射能
（µSv/ 時）

 最高０．０５８

 最低０．０３８
※町役場前測定

下
郷
町
短
歌
会

「
貧
し
さ
に
夢
あ
き
ら
め
る
若
者
が
多
い
」
と
語
る

　
　
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー�

桃
曽
根　

渡
部　

澄
子

桜
み
て
こ
ろ
り
観
音
に
参
り
た
り
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
と
二
人
で
願
う

萩　

原　

渡
部
千
恵
子

か
ら
ま
つ
の
新
芽
日
毎
に
ふ
く
ら
み
て
我
は
温
と
き
朝
光
を
吸
う

　
　

	

音　

金　

弓
田
シ
ズ
子

滝
の
音
、
鳥
の
囀
り
、
吹
く
風
に
ま
つ
た
り
と
酔
ふ
新
緑
の
中

　
　

	

湯
野
上　

筒
井　

孝
子

ヒ
ュ
ー
と
泣
き
バ
タ
ン
と
怒
り
廃
屋
の
屋
根
の
ト
タ
ン
の

　
　

騒
ぎ
い
る
夜	

桃
曽
根　

星　
　

新
栄

再
会
は
も
み
じ
の
頃
と
絵
文
字
付
き
君
の
メ
ー
ル
を
読
む
夕
間
暮
れ

	

大　

沢　

鈴
木
佐
知
子

「
ラ
ン
ド
セ
ル
孫
背
負
う
ま
で
生
き
た
い
よ
」
夢
叶
わ
ず
に

　
　
友
は
逝
き
け
り�

大
松
川　

佐
藤
美
佐
子

今
年
ま
た
栃
木
の
友
が
竹
の
子
を
湯
掻
き
両
手
に
抱
え
持
ち
来
る

　
　

	
 

塩　

生　

弓
田
ひ
ろ
の

山
藤
は
桜
の
後
を
追
う
よ
う
に
木
々
を
巻
き
込
み
し
た
た
か
に
咲
く

　
　

	

石　

井　

星　
　

厚
子

広
報
文
芸

　家庭環境に悩み心に傷
を負った聡里は、祖母と
ペットに支えられて獣医
師を目指し、獣医学大学
へ進学。北海道の地で、
自らの人生を変えてゆく
少女の姿を描いた感動作。

　「いつか動物と話して
みたい」そんな子どもた
ちの願いにこたえる「馬
語」の入門書。馬とコミュ
ニケーションをとるため
の秘密が書かれた絵本で
す。

『リラの花咲くけものみち』

『ウマと話すための７つのひみつ』

著者：藤岡陽子
出版：光文社

著者：河田桟
出版：偕成社

【開館時間】９：00 ～ 17：00

【休館日】毎週月曜・年末年始

【お問合せ】☎ 0241-67-3251

今月の新着図書 おすすめ図書

グリーンプラザ田沼文藏記念館　図書便り

文藏さんの本棚

【一般図書】
□団地のふたり	 藤野千夜 / 双葉社
□風に立つ	 柚月裕子 / 中央公論新社
□塔のない街	 大野露井 / 河出書房新社
□宙わたる教室	 伊与原新 / 文藝春秋
□会津ことば散歩� 江川義治 / 歴史春秋社
□百人一首解剖図巻� 谷知子 / エクスナレッジ
□ 103 歳、名言だらけ。なーんちゃって
� 石井哲代 / 中国新聞社
□なぜ働いていると本が読めなくなるのか
� 三宅香帆 / 集英社
□私の職場はサバンナです！
� 太田ゆか / 河出書房新社

【児童図書】
□アザラシのアニュー	 あずみ虫 / 童心社
□ごめんねでてこい	 ささきみお / 文研出版
□さようならプラスチック・ストロー�

ディー・ロミート / 光村教育図書
□図書館がくれた宝物�

ケイト・アルバス / 徳間書店

年金の相談、お手続きは
事前にご予約を！

年
金

　年金の相談、手続きで年金事
務所を訪れる際は、事前にご予
約をお願いします。
　ご予約いただくと、来訪時に
相談内容に合ったスタッフが事
前に資料等を準備し、スムーズ
に相談することができます。

来訪希望日の１カ月前
から前日まで受け付け
ています。
ご予約の際、基礎年金
番号のわかる年金手帳
や年金証書をご準備く
ださい。
予約受付専用電話
☎ 0570（05）4890
下郷町役場町民課
☎ 0241（69）1133
会津若松年金事務所
☎ 0242（27）5321

予約受付

準 備

問 合 先

募
集

　南会津地方広域市町村圏組合
採用試験を実施します。詳細は
お問い合わせください。

消防（高卒程度）
３名程度
平成９年４月２日から
平成 19 年４月１日ま
でに生まれた者で、普
通自動車運転免許の取
得者または取得見込み
の者（※ AT 限定不可）
令和６年９月 22 日（日）
南会津地方広域市町村
圏組合消防本部・消防
署庁舎
教 養 試 験、 適 性 検 査、
体力試験
令和６年８月 16 日（金）
南会津地方広域市町村
圏組合事務局
☎ 0241（62）0054
詳細は右記
ホームペー
ジでも確認
できます。

令和７年度南会津地方
広域市町村圏組合採用試験

試験職種
採用人数
受験資格

一次試験
会 場

試験内容

申込締切
問 合 先

H P
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下郷町役場　　　　    

■開庁時間　８：30 ～ 17：15
土日・祝日・年末年始を除く

■電話番号
◆役場	 総務課…………………69-1122

総合政策課……………69-1144
税務課…………………69-1155
町民課…………………69-1133
健康福祉課……………69-1199
農林課…………………69-1188
建設課…………………69-1177
出納室…………………69-1121
教育委員会……69-1166/1168
議会事務局……………69-1123
農業委員会……………69-1188

◆保育所等
しもごう保育所…………………69-1135
湯野上保育所……………………68-2315
地域子育て支援センター………69-1137
子育て世代包括支援センター…69-1199

◆文化・スポーツ施設
公民館……………………………67-2211
下郷ふれあいセンター…………69-1112
大川ふるさと公園………………67-2905
町民体育館………………………68-2542
田沼文藏記念館…………………67-3251

◆江川出張所…………………………69-5111

informationinformation

広告を掲載しませんか？
　「広報しもごう」は町内だけでなく他市町村へも
配布されています。掲載を希望される方はお問い
合わせください。（総務課総務係☎ 0241-69-1122）

代表取締役　齋藤　理 
株式会社　しもごう環境サービス  

【本社・工事部】 下郷町大字豊成字下川原115
 ☎（67）4265　FAX（67）4275

【環境部・プラント部】 下郷町大字豊成字下川原115
 ☎（69）1231　FAX（69）1232

【衛生課】 （東部聖苑火葬受付番号） 　☎（67）3707

̶ き れ い な 街 が す き ̶  
土木建築工事・水道工事・解体工事・ 
砕石販売・一般・産業廃棄物収集運搬 

（広告）

　　７月の納税等　　

固定資産税	 ２期
国民健康保険税	 １期
水道使用料（営業）	 ７月

◆問い合わせ　税務課　☎ 69-1155

※
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

７７月の町の予定	月の町の予定	

7/ １ 月

２ 火 半夏祭り、元気はつらつ教室［コミセン］

３ 水 お元気サロン［ふれセン］

４ 木
行政相談 [ 役場 ]、なかよしサークル［ふれセン］
合同就職面接会・企業説明会［ふれセン］

５ 金 オレンジカフェ・介護者の集い

６ 土

７ 日

クリーンアップ作戦
消防操法南会津地方大会
第１回芸術文化鑑賞事業［ふれセン］
㊩きむらクリニック（☎ 62-5576）

８ 月

９ 火
元気はつらつ教室［ふれセン］
育児相談会 [ 子 ]

10 水
お元気サロン［ふれセン］
青少年の主張・作品コンクール［ふれセン］

11 木 腎臓病予防教室［ふれセン］

12 金 香墨展（～ 15 日）［ふれセン］

13 土
14 日 ㊩高橋医院（☎ 62-0040）

15 月㊗
16 火

17 水
お元気サロン［コミセン］
４カ月児健診［南保セ］

18 木 元気はつらつ教室［老］

19 金
３～４カ月児健診 [ 南保セ ]
お元気サロン［老］
小中学校１学期終業式

20 土
クラインガルテン下郷納涼祭
町民プール開放（～ 8/25）

21 日 ㊩佐藤医院（☎ 67-2134）

22 月
23 火 元気はつらつ教室［老］

24 水 お元気サロン［老］、夏休み食育教室［ふれセン］

25 木 健康づくり教室歯科［ふれセン］

26 金 夏休み食育教室［ふれセン］

27 土 カラオケ愛好会チャリティーショー［ふれセン］

28 日
町民バレーボール大会［コミセン］
㊩芳賀医院（☎ 67-2128）

29 月
30 火
31 水

8/ １ 木
元気はつらつ教室［老］
お料理教室［ふれセン］

２ 金

３ 土 若郷湖さわやかフェスティバル

４ 日 ㊩馬場医院（☎ 62-0141）

町 の う ご き

人口と世帯数
令和６年６月１日現在　（　）は前月比

男……………2,436 人　  （－ 12）
女……………2,445 人　  （－ ６）
計……………4,881 人　  （－ 18）
世帯数………2,121 世帯  （－ ８）
出生…… １人　　死亡…… ９人

㊩ … 日曜当番医
（※診療は午前中のみ）

［老］ … 老人福祉センター
［子］ … 子育て支援センター
［御］ … 御蔵入交流館（南会津町）

［南保セ］ …
南会津町保健センター

（南会津町・御蔵入交流館）

カレンダーの略称表記

文月文月
JulyJuly

LINE 公式アカウント
　友達追加のご案内　

◆問い合わせ　総合政策課　☎ 69-1144

◆友達追加
　　登録は、ラインアプリをイ

ンストールし、「下郷町」と
検索または右の２次元コー
ド、ＵＲＬから友達追加をし
てください。

　　友達追加後は、必ず受信設
定をしてください。ご希望に
合わせ、受信したい情報を選
択できます。

〔URL〕https://
lin.ee/tbXW90x
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５
月
13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
あ
い
づ
陸
上

競
技
場
に
お
い
て
全
会
津
中
体
連
陸
上
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

郡
大
会
を
へ
て
、
全
会
津
大
会
に
出
場
し
た
下

中
生
の
皆
さ
ん
。
大
会
本
番
で
は
多
く
の
競
技
で

準
決
勝
・
決
勝
へ
と
駒
を
進
め
る
生
徒
が
多
く
見

受
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
１・
２
年
女
子
リ
レ
ー

メ
ン
バ
ー
は
「
４
位
入
賞
」
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

当
日
の
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
は
弓
田
心こ

こ
ね響

さ
ん

（
１
年
・
十
文
字
）、
玉
川
鈴り

ん
か花

さ
ん
（
２
年
・
十

文
字
）、
小
椋
夢め

い生
さ
ん
（
１
年
・
中
妻
）、
五
十

嵐
美み

く空
さ
ん
（
２
年
・
田
代
）。
１
走
を
務
め
た

弓
田
さ
ん
は
「
初
め
て
の
全
会
津
陸
上
大
会
は
と

て
も
緊
張
し
た
」
と
笑
い
ま
す
。
県
大
会
に
つ
い

て
話
を
伺
う
と
「
４
人
で
掴
ん
だ
県
大
会
の
舞
台
。

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
全
力
で
駆
け
抜
け
た

い
」
と
覚
悟
を
語
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
カ
ー
を
務
め
た
五
十
嵐
さ
ん
は
「
昨
年
度

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
と
に
か
く
バ
ト
ン
パ
ス
の

練
習
を
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
県
大
会

に
つ
い
て
は
「
緊
張
感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
を
信
じ
て
走
り
た
い
」

と
力
を
込
め
て
話
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
中
体
連
陸
上
競
技
大
会
は
７
月
１
日

か
ら
３
日
に
か
け
て
、
と
う
ほ
う
み
ん
な
の
ス
タ

ジ
ア
ム
（
福
島
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

全会津中体連陸上競技大会で４位入賞
努力のバトンをつないで県大会へ―

広
報

し
も

ご
う

2024 July N
o.720

⑦
編
集
・
発
行
／
下
郷
町

　
〒

969-5345  福
島
県
南
会
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下
郷
町
大
字
塩
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字
大
石
1000番

地
　

☎
0241（
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代

）／
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a.jp/

M
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ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト編

集
後
記

　

今
回
、
倉
区
の
特
集
取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
中

も
私
を
仲
間
に
入
れ
て
く
だ
さ
る
懐

の
深
さ
に
感
動
。
倉
区
の
温
か
さ
を

垣
間
見
ま
し
た
。

　

今
月
号
か
ら
、
新
コ
ー
ナ
ー
「
ま

ち
人
探
訪
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
頑
張
る
町
民
の
皆
さ
ん
を
掲

載
す
る
予
定
で
す
。
取
材
に
応
じ
て

く
れ
た
下
中
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
酒
井
）

　特集で取材した倉区の皆さん
です。この日は天候にも恵まれ
たため、屋外で撮影を行いまし
た。地域を守り続ける皆さんの
目にはどんな未来が映っている
のでしょうか。

COVER
―今月の表紙―

ま
ち
人
探
訪
第
１
回

下中１・２年女子リレーメンバーの皆さん

笑顔で取材に応じてくれた（左から）弓田さん、玉川さん、小椋さん、五十嵐さん


